A Note on Ota Sik's Humane Wirtschaftsdemoferatie by 古河, 幹夫
Title経済民主主義と社会主義 - オタ・シク『人間的な経済民主主義』を中心に -
Author(s)古河, 幹夫










ニコノレソ γの原価管理思考について・ 野村 秀 末日
日本曹達から日曹コンツェノレンヘ -・下 谷政弘
ウォノレワース会社における予算
システムの確立 斎 藤 雅 il































1) Wirtschaftsdemokratie--Ihr ~出en ， Weg und Ziel--， herausgegeben im Auftrage 
des Allgemeinen Deutschen Gewerkschaftsbundes von Fritz Naphta!i， 1928，山田高生訳『経
済民主主義一一本質・方途・目標 」御茶の水書房.1983年 7ベージ。
2) W. Brus， Socialist Owrershψand Political System， 1975，大津定美訳『社会化と政治体制』
新評論.1982年。


























4) Ota Sik. H uma田 Wirtschaftsdemokratie，Ein Driuer Weg， 1979. 
86 (86) 第 134巻第1・2号
主佐官自分たちのものと感じておらず，資本主義と同様に賃金利害 (Lohninteres-






















賞金資本 CKL=Lohnkapital)とからなる。 O.Sik， ibid.， S.527 
6) 共同企業破産の場合でさえ，すでに形成された中立化資本は個々 の協働者に分割されえず.何
らかの公的目的〈例えば慈善事業〉に用いられる， としている。 O.Sik， ibid. S. 409. 
7) 共同企業に働〈従業員，経営管理者をひとまとめにして，シグは協調者(M出品目ter)であり
共同所有者 (Miteigentumer)であるE規定レ口、る.口 Sik，ibid.， S.409以下，協働者とい
う用語で代表させる。


































〈出所')Ota 話恥 a.a. O. S. 416 
効率にもマイナλ の作用を及ぼしているが，その対立克服は「資本の中立化」
によって可能となる。対立克服はマクロ的均衡の条件でもある。


























































になるヘ国民の全消費は個人的消費 (C) と社会的消費 (D)に分円られ，前

















〈出所 O.Sik. ibid.， S.461九 S.470より作成.
の なお，政府の執行機関としての経済協詰聖書 (Wirtschaftsrat)や告種省庁は図では省略した。
9) 計画化に際し， Prlー Js，PdD-DM. PdI-C. D-StDの4つの対応闘揺が重要な条件とな
る~ O. Sik， ibid.， S.477 これらり対応関係を含めた最終所得行列〈小稿では省略したが〉白遂
行は，政府にとって義務となるロ O.Sik， ibid. S. 512-3 
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O. Sik， ibid. S. 440 
11) 個々 の生産物の独占はミクロ¢独占ー 広範な生産物グルー プの独占はマクロの独占と呼ばれ，
規制。対象になる囚は，技術および生産コストの点で生産条件の排他性を特徴とするマクロ田独


















U と V が等しくな15までの期間〉



































































12) これは JanOsersの指摘による。 J.Qsers， Sozialistische Wirtschaftsmodelle， 19叩， 8.164
13) カルデリ(山崎洋・那美子訳)I自主管理社会主義と非同盟』大月書庖， 1978年， 65へー ジ。
14) M，コ ラッチ(山崎洋訴~) I自主管理の政治経済学』日本評論社I 1982年， 76ペ ジ。
15) なお，公共サー ピス部門においては，ユ4 ゴスラグィアの場合，自主管理利益共同体という形
態できわbて分権的に組織されるのに対¥.-， シクの構想では，利潤原理も利潤分配制度も適用さ
れず，独自の規制様式と賃金報酷体系が適用されることになる。口.Sik. a. a， 0.> 429-4;J，'! 
96 (96) 第131巻第1・2号

























16) O. Sik.， ibid.， S.468. 
17) 岡田祐之「社会土義経済研究.1 ~法政大学出版局. 1975年，第1章多照。

























18) Janos Kornai， Economt'cs 01 Shcrtage， 1980， コルナイ(盛田常夫・門脇延行編訳)r反均衛
と不足の経済学』因不評論社， 1983年。
19) J. Kornai， Comments on the Present State and the Prospects 01 the HungariaπEconomic 
Reform， 1983，盛田常夫訳「ハンガリー 経済改草の現状と展望Jr世界経法評論A19田年5月号
-8月号園

























20) 個人の自白色市場白関係をより深〈骨折したも白に.Radoslav Seluck乱Marxism，Socialism， 
Freedom， 1979，宮鍋崎田西村可現・久保庭真彰訳『社会主義の民主的再生』青木害賠. 19田年
がある。
経済民主主義と社会主義 (99) 99 
ノレの制度および両レベルでの意思決定， 計画の整合性， 選択性， 最適性は，
社会的分業の発達した社会で経済民主主義を考える際，避けて通れない点であ
る。
(1983竿11月mi.稿〉
